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近年､エネルギー安全保障､環境問題-の懸念､農産物の新たな需要創出による農業部
門の振興の観点から､世界中でバイオ燃料の導入が推進されている. International Energy
AssociationのWorld Energy Outlook 2007は､各国のバイオ燃料推進政策により､今後もバイ
オ燃料需要の拡大が見込まれることを示している.一方､バイオ燃料は､化石燃料に対して競争
力を持たない､食料と競合する等､幾つかの課題を抱えている(小泉2007).
こうしたバイオ燃料需要の拡大､豊富な原料賦存を背景に､インドネシアにおけるバイオディー
ゼル(以下､ BD)製造が注目を集めている.一方で､政府のバイオ燃料生産補助による財政負
担が増加しており,バイオ燃料推進の在り方が問われている. Dillon (2008)は､ 『政脚まバイ
オ燃料開発計画の総合評価を行う必要がある.インドネシアにおけるバイオ燃料政策は上手く調
整されておらず､政府の目標も､誰を対象とするかも､はっきりと述べられていない』と､主張
する.こうしたインドネシアBD産業の現状に対し､既存研究は､政策の動向については十分把
握しているものの､ BD製造企業の動向を加味した議論を行っていない.
そこで本研究は, 2009年8月に行った現地企業調査を基に､インドネシアにおけるBD製造
企業の行動を明らかにし, BD産業の有する現状と課層を検証する.また､それらの内容から､
インドネシアにおけるBD産業推進政策について,幾つかのインプリケーションを提示する.
なお､現地聞き取り調査では､インドネシアにおけるバイオディーゼル製造企業12社中7社と､
製造企業によって構成される業界同体(APROBI) ､ Ministry of Energy and Mineral Resources
から聞き取り調査を行っている.
分析の結果は､以下の通りである.インドネシアは､国内燃料価格統制政策によってBDの
国内市場が限定的である為､製造されたBDの大半を輸出する､ BD輸出国の位置づけにある.
政脚ま､ "国家のエネルギー安全保障''の観点から､ BDの国内供給を推進しているものの､
2007年から2008年初期の原料価格の高騰により､ BD製造事業の採算性が悪化.原料価格の高
騰後､政府はBD産業について､縮小か拡大か明確な方針を示していない.そのような背景の下,
プランテーション分離型企業は､海外企業との輸出チャンネルを有していないため,利益を得る
ことが出来ない国内市場-のみBDを供給しており､その製造量は僅かである.一方､･輸出チャ
ンネルをもともと有している,プランテーション統合型(アグリビジネス)企業のみが､利益を
得ることが出来るBD輸出を行うことで､ BD製造事業を比較的順調に推進している.
以上の内容から､ BD推連政策について､幾つかのインプリケーションを提示する.
･国内市場を限定する燃料価格補助金廃止後の､積極的なBD国内供給の推進
･製品供給先を有する統合型(アグリビジネス)企業によるバイオディーゼル製造事業の奨励
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